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病児・病後児保育について
県内基幹病院で、病児保育が併設されている病院はない
病後児保育の機能がある病院が1病院のみ



学童保育の実態
佐賀市における学童保育の待機児童数約250人
佐賀市内では、3年⽣までが学童保育の対象となっている。市内の地域に
よっては、2年⽣ですでに、⼊れない児童がいる。

佐賀の特徴
私設の学童保育が少ない
シッター業者も少ない



学童保育
アンケート調査結果
（回答者背景）

・学童保育希望なしの理由
子供がいない １
妻が専業主婦 ４

n(%)
回答者総数 24(100)
既婚率 19(79)
女性 14(58)
勤務地

大学が属する市 24(100)
診療科

小児科 6(25)
内科科 5(21)
麻酔科 4(17)
研修医,産婦人科 各２(各8)
外科,皮膚科,病理,放射線科 各１(各4)

勤務形態
常勤フルタイム 20(83)

同居の子（のべ人数）
未就学児 9(38)
小学生 7(29)
中学生以上 1(4)

学童保育希望者 19(79)



学童保育

アンケート調査
（希望内容）

・市内の学童保育は、概ね
18時30分までとなっている。

n(%)
学童利用希望者 19(100)

希望限度学年
3年 3(15.9)
4年 9(47.3)
6年 6(31.8)

希望時間
18時 5(26.3)
19時 11(57.9)
20時 2(10.5)
21時 1(5.3)



学童保育アンケート調査結果
学童保育は開設されているか︖
開設予定はあるか︖
開設困難な理由は︖ ニーズがない 2/5 施設

場所がない 3/5 施設
指導者の雇用が難しい 3/5 施設

学童保育利用者数は︖ 数は不明（利用の有無も不明） 2/5 (1/5) 施設
利用者なし 2/5 施設

開設施設、開設予定施設ともになし



佐賀県の取り組み
子育てシェアエコ実証事業

＊県庁で推進されるも、登録
者数が少ない



佐賀県の取り組み
企業・事業所の代表者が、従業
員の仕事と子育ての両⽴を⽀援
するための具体的な取り組みの
宣言を募集。（法定以上の⽀
援）
いくつかの病院が宣言を⾏って
いる。

例︓出産、育児のために退職した職員の再雇用します
子供の学校⾏事に参加するための年休取得を奨励します
社内環境を整えるための、社内研修を⾏います



ダイバーシティ推進室の取り組み
ダイバーシティ推進室より提案し、改善がなされたこと
・育児短時間勤務取得可能対象の拡大

（未就学児⇒小学3年⽣まで）
・短時間勤務の勤務形態の柔軟化

（週3日、週5日勤務⇒週4日も追加）
取り組み中の事案
・公的保育サービス機能低下時の臨時院内託児、学童保

育室の開設（台風やお盆休みなどを想定）

新たなメンバーの参⼊
室員︓医師3名、事務員1名、オブザーバー︓副館⻑2名
室員︓看護師2名、 オブザーバー︓看護部⻑2018年10月発足



佐賀県⼥医会の
取り組み

佐賀県内の医師、⻭科医師、薬剤師、弁護
士の四しの懇親会

年に⼀度、夏に交流会が催されている。

医師に限らず、仕事と育児、家事の両⽴に
苦労されている仲間がいることがわかった。

シッター業者の参⼊が遅れていることも課
題という共通認識が得られた。シッター業
者誘致にむけて、活動を⾏っていきたい。

四し（師・士）会の開催


